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『
徒
然
草
』
第
四
一
段
考 

―
楝
の
上
で
眠
る
法
師
―

三
七

は
じ
め
に

　

『
徒
然
草
』
第
四
一
段
は
次
の
よ
う
な
章
段
で
あ
る
。

　

五
月
五
日
、
賀
茂
の
競
馬
を
見
侍
り
し
に
、
車
の
前
に
雑
人
立
ち
隔

て
て
見
え
ざ
り
し
か
ば
、
お
の
お
の
下
り
て
、
埒
の
際
に
寄
り
た
れ
ど
、

こ
と
に
人
多
く
立
ち
込
み
て
分
け
入
り
ぬ
べ
き
や
う
も
な
し
。

　

か
か
る
折
に
向
ひ
な
る
楝
の
木
に
法
師
の
登
り
て
木
の
股
に
つ
い
ゐ

て
物
見
る
あ
り
。
取
り
つ
き
な
が
ら
い
た
う
睡
り
て
、
落
ち
ぬ
べ
き
時

に
目
を
さ
ま
す
こ
と
度
々
な
り
。
こ
れ
を
見
る
人
、
あ
ざ
け
り
あ
さ
み

て
、「
世
の
し
れ
も
の
か
な
。
か
く
危
き
枝
の
上
に
て
、
安
き
心
あ
り

て
睡
る
ら
ん
よ
」
と
言
ふ
に
、
我
が
心
に
ふ
と
思
ひ
し
ま
ま
に
、「
我

等
が
生
死
の
到
来
、
た
だ
今
に
も
や
あ
ら
ん
。
そ
れ
を
忘
れ
て
物
見
て

日
を
暮
す
、
愚
か
な
る
こ
と
は
な
ほ
ま
さ
り
た
る
も
の
を
」
と
言
ひ
た
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池
　
上
　
保
　
之

れ
ば
、
前
な
る
人
ど
も
、「
ま
こ
と
に
さ
に
こ
そ
候
ひ
け
れ
。
も
つ
と

も
愚
か
に
候
」
と
言
ひ
て
、
皆
、
う
し
ろ
を
見
返
り
て
、「
こ
こ
へ
入

ら
せ
給
へ
」
と
て
、
所
を
避
り
て
、
呼
び
入
れ
侍
り
に
き
。

　

か
ほ
ど
の
理
、
誰
か
は
思
ひ
よ
ら
ざ
ら
ん
な
れ
ど
も
、
折
か
ら
の
思

ひ
か
け
ぬ
心
地
し
て
胸
に
当
り
け
る
に
や
。
人
、
木
石
に
あ
ら
ね
ば
、

時
に
と
り
て
物
を
感
ず
る
こ
と
な
き
に
あ
ら
ず
。

　

五
月
五
日
、
賀
茂
神
社
の
競
べ
馬
を
見
物
し
よ
う
と
、
兼
好
は
数
人
で
牛

車
に
乗
り
出
か
け
た
。
会
場
は
既
に
混
雑
し
て
お
り
、
と
て
も
牛
車
か
ら
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
各
々
降
り
て
埒
の
近
く
へ
寄
ろ
う
と
し
た
が
、
人

が
多
す
ぎ
て
分
け
入
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
埒
を
挟
ん
で

向
こ
う
側
の
楝
の
木
の
上
に
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
物
し
よ
う
と
し
て
木
に

登
っ
た
法
師
が
見
え
た
。
木
の
股
に
座
り
、
居
眠
り
を
し
て
お
り
、
落
ち
そ

う
に
な
る
と
目
を
覚
ま
す
と
い
っ
た
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
た
見
物
人



三
八

た
ち
は
口
々
に
、「
世
に
も
稀
な
愚
か
者
で
あ
る
、
あ
の
よ
う
な
危
う
い
枝

の
上
で
、
安
楽
な
心
地
で
眠
っ
て
い
る
な
ん
て
」
と
罵
っ
た
。
そ
こ
で
兼
好

は
心
に
ふ
と
思
い
浮
か
ん
だ
こ
と
を
口
に
し
た
。「
我
々
の
生
死
が
い
つ
訪

れ
る
か
、
今
こ
の
瞬
間
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
忘
れ
て
物
見
を
し
て
日
を

暮
ら
し
て
い
る
、
愚
か
な
こ
と
は
あ
の
法
師
よ
り
も
い
っ
そ
う
ま
さ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
。
す
る
と
、
そ
れ
を
聞
い
た
前
方
の
見
物
人
た
ち
は

「
本
当
に
そ
の
通
り
で
し
ょ
う
。
我
々
の
方
こ
そ
愚
か
な
こ
と
で
す
」と
言
っ

て
、
兼
好
の
方
を
顧
み
、「
こ
こ
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
場
所

を
空
け
て
呼
び
入
れ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
道
理
は
、
誰
だ
っ
て
思
い

つ
か
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
折
節
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
で
、
ハ
ッ
と
胸

に
当
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
人
は
木
石
で
は
な
い
の
で
、
時
に
よ
っ
て
物

を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
、
と
兼
好
は
感
想
を
述
べ

て
い
る
。

　

さ
て
、
本
段
は
直
接
体
験
の
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
が
用
い
ら
れ
、
兼
好

の
体
験
を
記
し
た
章
段
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
本
段
で
は
、
従
来
、

こ
の
出
来
事
が
実
体
験
で
あ
る
か
、
虚
構
で
あ
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て
き 

た（
１
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
稲
田
利
徳
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

　

私
は
、
作
者
の
実
体
験
の
叙
述
ス
タ
イ
ル
を
と
る
章
段
を
、
そ
の
ま

ま
伝
記
的
な
事
実
だ
と
短
絡
さ
せ
る
方
法
は
、
あ
ま
り
に
も
素
朴
で
あ

り
、
慎
重
な
態
度
で
対
処
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　

こ
の
第
四
十
一
段
で
も
、
こ
れ
に
類
似
の
体
験
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、

「
人
生
は
木
の
股
に
腰
か
け
て
い
ね
む
り
を
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
う

比
喩
に
な
り
そ
う
な
事
柄
」
を
軸
に
し
て
、
当
日
の
状
況
や
群
衆
の
態

度
な
ど
の
叙
述
面
に
、
種
々
の
虚
構
も
加
え
ら
れ
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に

構
成
さ
れ
て
い
る
と
予
測
さ
れ
る
。（
２
）

一
段
は
何
か
し
ら
の
核
と
な
る
体
験
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
兼
好
が
創
作
し

た
部
分
も
含
む
章
段
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
首
肯
す
べ
き
見
解
だ
と

考
え
る
。

　

た
だ
、
こ
の
章
段
が
ど
の
程
度
ま
で
事
実
に
基
づ
き
、
ど
の
程
度
虚
構
で

あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
も
は
や
可
能
性
の
域
を
出
な
い
議
論
に
終
始

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
話
を
兼
好

が
自
身
の
体
験
談
の
形
で
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

そ
の
点
を
重
視
し
、
兼
好
の
体
験
を
記
し
た
章
段
と
し
て
論
を
進
め
る
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
完
全
な
実
体
験
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な 

い（
３
）。

　

さ
て
、
本
段
は
有
名
な
章
段
で
あ
る
が
、
な
お
検
討
す
べ
き
点
も
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
も
参
照
し
な
が
ら
、

再
読
を
試
み
た
い
。
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三
九

一
　
鳥
窠
禅
師

　

諸
注
、
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
段
の
兼
好
の
意
識
の
中
に
は

「
鳥ち

ょ
う

窠か

禅
師
」
の
逸
話
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
早
く
は
寛
文
元
年

（
一
六
六
一
）
刊
、高
階
楊
順
『
徒
然
草
句
解
』
に
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

又
案
す
る
に 

此
段
鳥
窠
禅
師
の
故
事
思
合
せ
見
る
へ
し
。
五
灯
会
元
ノ

二
ニ
曰
、
鳥
窠
道
林
禅
師
ハ
本
郡
富
陽
ノ
人
。
秦
望
山
ニ
有
リ
二
長
枝
一
枝

葉
繁
茂
盤
屈
如
レ
蓋
ノ
。
遂
ニ
棲
二
止
ス
其
上
ニ
一
。
故
ニ
時
ノ
人
謂
フ
二
之
ヲ

鳥
窠
禅
師
ト
一
。
元
和
中
ニ
白
居
侍
郎
入
テ
レ
山
ニ
謁
シ
レ
師
ニ
問
テ
曰
、
禅

師
ノ
住
処
甚
タ
危
険
ナ
リ
。
師
ノ
曰
、太
守
ノ
危
険
ナ
ル
コ
ト
猶
甚
シ
。
白
カ
曰
、

弟
子
位
鎮
ム
二
江
山
ヲ
一
。
何
ノ
険
ナ
ル
コ
ト
カ
之
有
ラ
ン
。
師
ノ
曰
、
薪
火
相

交
リ
識
性
不
レ
停
マ
ラ
。
得
ン
ヤ
レ
非
ル
コ
ト
ヲ
レ
険
ニ
乎
。

中
国
唐
の
僧
、
道
林
禅
師
は
後
年
、
秦
望
山
の
木
の
上
に
暮
ら
し
、
遂
に
地

上
に
降
り
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、鳥
窠
（
鳥
の
巣
）
禅
師
と
称
さ
れ
た
。

あ
る
時
、
太
守
と
な
っ
て
赴
任
し
て
い
た
白
居
易
が
禅
師
に
、
木
の
上
に
住

む
こ
と
は
甚
だ
危
険
で
あ
る
と
忠
告
す
る
と
、
禅
師
は
、
危
う
い
こ
と
は
お

前
（
白
居
易
）
の
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
ぞ
、
と
反
論
し
た
の
だ
っ
た
。

　

僧
が
木
の
上
に
い
る
点
が
本
段
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
木
の
上
に
い
る

こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
点
も
通
う
と
言
え
る
。こ
の
逸
話
は
諸
書
に
見
え
、

『
句
解
』
の
指
摘
す
る
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
四
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る（
４
）。

前
杭
州
徑
山
道
欽
禪
師
法
嗣

　

杭
州
鳥
窠
道
林
禪
師
。
本
郡
富
陽
人
也
。
姓
潘
氏
。
母
朱
氏
夢
日
光

入
口
。
因
而
有
娠
。
及
誕
異
香
滿
室
。
遂
名
香
光
焉
。
九
歳
出
家
。

二
十
一
於
荊
州
果
願
寺
受
戒
。
後
詣
長
安
西
明
寺
復
禮
法
師
。
學
華
嚴

經
起
信
論
。
復
禮
示
以
眞
妄
頌
俾
修
禪
那
。
師
問
曰
。
初
云
何
觀
。
云

何
用
心
。
復
禮
久
而
無
言
。
師
三
禮
而
退
。
屬
唐
代
宗
詔
徑
山
國
一
禪

師
至
闕
。
師
乃
謁
之
遂
得
正
法
。
及
南
歸
先
是
孤
山
永
福
寺
有
辟
支
佛

塔
。
時
道
俗
共
爲
法
會
。
師
振
錫
而
入
。
有
靈
隱
寺
韜
光
法
師
。
問
曰
。

此
之
法
會
何
以
作
聲
。
師
曰
。
無
聲
誰
知
是
會
。
後
見
秦
望
山
。
有
長

松
枝
葉
繁
茂
盤
屈
如
蓋
。
遂
棲
止
其
上
。
故
時
人
謂
之
鳥
窠
禪
師
。
復

有
鵲
巣
于
其
側
自
然
馴
狎
人
。
亦
目
爲
鵲
巣
和
尚
。
有
侍
者
會
通
。
忽

一
日
欲
辭
去
。
師
問
曰
。
汝
今
何
往
。
對
曰
。
會
通
爲
法
出
家
。
以
和

尚
不
垂
慈
誨
。
今
往
諸
方
學
佛
法
去
。
師
曰
。
若
是
佛
法
。
吾
此
間
亦

有
少
許
。
曰
如
何
是
和
尚
佛
法
。
師
於
身
上
拈
起
布
毛
吹
之
。
會
通
遂

領
悟
玄
旨
。
元
和
中
白
居
易
出
守
茲
郡
。
因
入
山
禮
謁
。
乃
問
師
曰
。

禪
師
住
處
甚
危
險
。
師
曰
。
太
守
危
險
尤
甚
。
曰
弟
子
位
鎭
江
山
。
何

險
之
有
。
師
曰
。
薪
火
相
交
識
性
不
停
。
得
非
險
乎
。
又
問
如
何
是
佛

法
大
意
。
師
曰
。
諸
惡
莫
作
衆
善
奉
行
。
白
曰
。
三
歳
孩
兒
也
解
恁
麼

道
。
師
曰
。
三
歳
孩
兒
雖
道
得
。
八
十
老
人
行
不
得
。
白
遂
作
禮
。
師

於
長
慶
四
年
二
月
十
日
。
告
侍
者
曰
。
吾
今
報
盡
言
訖
坐
亡
。
壽
八
十



四
〇

有
四
。
臘
六
十
三
有
云
師
名
圓
修

者
。
恐
是
諡
號

本
朝
に
お
い
て
は
、『
沙
石
集
』
巻
第
五
本
ノ
五
に
見
え
る
。

　

大
唐
の
道
林
禅
師
、
秦
の
望
山
の
長
松
の
上
に
居
た
り
し
か
ば
、
時

の
人
、
鳥
窠
禅
師
と
ぞ
云
ひ
け
る
。
侍
郎
白
居
易
、
そ
の
国
の
守
た
り

し
時
、行
き
て
問
ひ
て
云
は
く
、「
禅
師
の
居
所
、危
く
こ
そ
」
と
云
ふ
。

禅
師
云
は
く
、「
我
れ
に
何
の
危
き
事
か
あ
ら
む
。
侍
郎
の
危
き
事
は
、

こ
れ
よ
り
も
甚
し
」
と
云
ふ
。
侍
郎
云
は
く
、「
弟
子
、
江
山
を
宰
る
。

何
の
危
き
事
か
あ
ら
む
」。
師
云
は
く
、「
薪
火
相
交
は
り
、
識
性
と
ど

ま
ら
ず
。
何
ぞ
危
き
事
な
か
ら
ん
」。
侍
郎
云
は
く
、「
如
何
な
る
か
是

仏
法
の
大
意
」。
師
云
は
く
、「
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
」。
侍
郎
云
は

く
、「
三
歳
の
孩
児
も
か
く
の
如
く
云
ふ
事
を
知
れ
り
」。
師
云
は
く
、 

「
三
歳
の
孩
児
も
云
ふ
こ
と
を
知
れ
ど
も
、
八
十
の
老
翁
も
行
ず
る
事

を
得
ず
」
と
。

　

実
に
仏
法
の
大
意
、
皆
そ
の
趣
異
ら
ず
。
顕
密
禅
教
、
方
便
且
く
分

れ
た
れ
ど
も
、
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
の
教
へ
、
か
は
る
べ
か
ら
ず
。

然
る
に
、
近
代
の
仏
法
、
無
礙
の
邪
見
多
く
し
て
、
仏
眼
の
照
ら
す
所

の
無
礙
の
言
を
、
妄
執
の
煩
悩
の
性
、
無
自
性
な
る
故
を
悟
ら
ず
、
し

ひ
て
道
理
を
立
て
て
、
妄
業
を
つ
く
る
事
の
み
多
し
。「
諸
悪
莫
作
の

教
へ
に
た
が
は
ば
、
真
の
仏
法
に
あ
ら
ず
」
と
、
古
徳
の
口
伝
に
あ
り
。

用
意
す
べ
し
。

　

以
上
の
よ
う
に
鳥
窠
禅
師
の
逸
話
は
、
兼
好
の
時
代
に
も
知
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
兼
好
と
話
を
し
た
見
物
人
た
ち
ま
で
も
が
理
解

し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
が
、
兼
好
の
脳
裏
に
こ
の
話
が
浮
か
ん
で
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
本
段
は
、
こ
の
逸
話
を

元
に
兼
好
が
創
作
し
た
章
段
で
あ
る
と
す
る
解
釈
も
あ
る（
５
）。
た
だ
、
注

意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
本
段
と
『
沙
石
集
』
等
に
見
え
る
鳥
窠
禅
師
の

話
と
で
は
、
相
当
隔
た
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

鳥
窠
禅
師
の
逸
話
で
は
、
白
居
易
が
禅
師
に
問
い
か
け
、
木
の
上
の
禅
師

自
身
が
反
論
し
て
い
る
。
一
方
、『
徒
然
草
』
に
お
い
て
は
、
法
師
を
危
ぶ

ん
だ
見
物
衆
に
対
し
、
同
じ
地
上
に
い
る
兼
好
が
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
に（
６
）

後
ろ
か
ら
声
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
沙
石
集
』
な
ど
に
載
る
鳥
窠

禅
師
の
問
答
は
、
直
接
生
死
の
問
題
と
は
関
わ
ら
な
い
。
白
居
易
は
仏
法
の

大
意
を
訪
ね
る
が
、
そ
の
答
え
は
「
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
」（
諸
々
の
悪

を
な
さ
ず
、
多
く
の
善
を
な
す
）
で
あ
っ
た
。
仏
教
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

の
問
題
に
展
開
し
て
お
り
、『
徒
然
草
』
の
よ
う
に
生
死
の
問
題
を
話
し
合
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
共
通
す
る
部
分
は
、
木
の
上
に
僧
形
の
人
物

が
い
た
と
い
う
点
だ
け
し
か
な
い
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

兼
好
は
、
し
ば
し
ば
過
去
の
逸
話
と
自
身
の
体
験
が
通
う
瞬
間
を
『
徒
然

草
』
に
記
し
て
い
る
が（
７
）、
本
段
で
も
、
兼
好
の
脳
裏
に
鳥
窠
禅
師
の
逸

話
が
あ
り
、
賀
茂
競
馬
の
場
で
そ
の
こ
と
を
想
起
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
本
段
が
書
か
れ
と
は
考
え
が
た
く
、
な
お
別
の
要
素

が
必
要
な
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
本
段
を
記
す
動
機
と
な
っ
た
要
因
は
、
他

に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
鳥
窠
禅
師
の
逸
話
と
の
差
異
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
兼

好
は
な
ぜ
「
生
死
の
到
来
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
眼
前
に
い
る
法
師
が
、
高
い
木
の
上
で
居
眠
り
を
し
て

お
り
、
落
ち
て
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
だ
が
、
や
は

り
兼
好
の
発
言
は
、
か
な
り
唐
突
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

な
ぜ
兼
好
は
か
か
る
発
言
を
し
、
さ
ら
に
周
り
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
見
落
さ
れ
て
き
た
何
か
別
の
要
因
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
兼
好
や
見
物
人
に
は
自
明
の
こ
と
が
、
我
々
に
は
見

え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
季
節
や
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
か

ら
見
直
し
て
み
た
い
。

二
　
五
月
五
日
の
楝

　

ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
楝
の
木
で
あ
る
。
楝
は
栴
檀
科
の
落
葉
高
木
で
あ

り
、
初
夏
に
薄
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。
折
し
も
賀
茂
競
馬
は
そ
の
時
期
に

あ
た
る
の
で
あ
る
。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊
、
北
村
季
吟
『
徒
然
草
文

段
抄
』
以
来
指
摘
さ
れ
る
が
、『
枕
草
子
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

木
の
さ
ま
に
く
げ
な
れ
ど
、
楝
の
花
、
い
と
を
か
し
。
か
れ
が
れ
に

さ
ま
こ
と
に
咲
き
て
、
か
な
ら
ず
五
月
五
日
に
あ
ふ
も
を
か
し
。（『
枕

草
子
』
三
五
「
木
の
花
は
」）

　

こ
の
こ
と
は
諸
注
釈
書
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
安
良
岡
康
作

氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　

幹
の
高
さ
は
三
丈
に
も
達
す
る
。
陽
暦
四
月
ご
ろ
、
淡
黄
色
の
小
花

を
つ
け
る
。『
枕
草
子
』（
前
田
家
本
）
の
「
木
の
花
は
」
の
段
に
は
、「
木

の
花
ぞ
に
く
け
れ
ど
、
あ
ふ
ち
の
花
こ
そ
い
と
を
か
し
け
れ
。
こ
と
木

の
花
に
は
さ
ま
こ
と
に
咲
き
て
、
必
ず
五
月
五
日
に
あ
ふ
も
を
か
し
」

と
あ
る
。
本
段
の
楝
も
、
花
を
つ
け
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。（
８
）

　

『
枕
草
子
』
を
指
摘
し
、『
徒
然
草
』
本
段
の
楝
の
木
に
も
花
が
咲
い
て

い
た
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
木
紀
人
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　

兼
好
ら
の
い
た
埒
の
あ
た
り
か
ら
は
、
馬
場
を
へ
だ
て
て
向
う
側
に

立
っ
て
い
る
楝
の
木
。
楝
は
栴
檀
（「
二
葉
よ
り
か
ん
ば
し
」
と
い
わ

れ
る
香
木
と
は
別
）
の
古
名
。
落
葉
高
木
で
、
そ
の
高
さ
は
七
メ
ー
ト

ル
に
及
び
、
こ
の
場
面
の
よ
う
に
展
望
を
得
る
た
め
に
用
い
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
。
陽
暦
五
月
中
下
旬
か
ら
六
月
は
じ
め
に
か
け
て
淡
紫
色
の

花
を
多
く
つ
け
る
の
で
、
こ
こ
は
、
散
り
ぎ
わ
の
花
と
と
も
に
思
い
描

く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
（
陰
暦
五
月
五
日
は
、
陽
暦
六
月
十
日
前
後
）。

五
月
五
日
の
風
物
と
さ
れ
た
こ
と
は
、『
枕
草
子
』
の
「
節
は
五
月
五
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日
に
し
く
は
な
し
。
…
…
紫
の
紙
に
あ
ふ
ち
の
花
、
青
き
紙
に
菖
蒲
を

ほ
そ
う
ま
き
て
ひ
き
結
ひ
」、「
木
の
さ
ま
ぞ
に
く
け
れ
ど
、
あ
ふ
ち
の

花
こ
そ
い
と
を
か
し
け
れ
。
異
木
の
花
に
は
さ
ま
こ
と
に
咲
き
て
、
か

な
ら
ず
五
月
五
日
に
あ
ふ
（
咲
き
合
せ
る
）
も
、を
か
し
」
な
ど
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
駿
牛
絵
詞
』
の
五
月
五
日
賀
茂
競
馬
見
物
の

一
節
に
、
賀
茂
河
原
の
風
景
に
ふ
れ
て
「
所
々
の
あ
ふ
ち
の
花
、
折
り

え
が
ほ
に
咲
き
匂
ふ
。
所
ど
も
の
木
か
げ
露
落
ち
、
み
た
ら
し
の
河
風

涼
し
く
て
、
ゆ
き
す
ぎ
が
た
け
れ
ば
」、
ま
た
、「
堤
の
北
に
あ
ふ
ち

六
七
本
並
み
立
ち
し
た
る
下
に
、
牛
を
ま
う
け
て
か
け
か
へ
ん
と
す
」

と
あ
り
、『
新
撰
六
帖
』
に
「
道
の
べ
の
賀
茂
の
川
原
の
ふ
し
拝
み
古

木
の
あ
ふ
ち
陰
も
な
れ
に
き
」
と
あ
り
、
賀
茂
の
風
物
の
一
と
も
さ
れ

て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
ら
に
見
え
る
初
夏
の
清
涼
感
も
あ
わ
せ
注
意
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
師
の
座
し
た
木
は
、
単
に
実
用
的
な
面

だ
け
で
な
く
、
場
所
柄
、
季
節
感
の
点
で
も
、
い
か
に
も
こ
の
日
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
、
法
師
の
気
持
に
風
流
心
が
あ
っ
た
か

な
か
っ
た
か
は
別
と
し
て
、
楝
の
木
の
上
で
居
眠
り
す
る
彼
の
姿
は
、

兼
好
に
と
っ
て
は
珍
重
す
べ
き
点
景
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。（
９
）

　

『
枕
草
子
』
や
『
駿
牛
絵
詞
』、『
新
撰
六
帖
』
の
歌
か
ら
、
五
月
五
日
の

賀
茂
の
風
物
と
し
て
、
薄
紫
色
の
花
が
咲
い
た
楝
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
『
徒
然
草
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
法
師
は

花
の
中
で
眠
る
と
い
う
、
見
方
に
よ
っ
て
は
風
流
で
、
特
異
な
情
景
で
あ
っ

た
こ
と
を
喚
起
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
枕
草
子
』
の
記
述
な
ど
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
五
月
五

日
の
賀
茂
の
楝
と
は
、
時
節
柄
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
法
師
が
眠
っ

て
い
た
木
は
何
で
も
よ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、楝
の
木
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
五
月
五
日
、
賀
茂
競
馬
の
際
の
楝
に
は
、
薄
紫
色
の
花
が
咲
い
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。よ
っ
て
、法
師
は
薄
紫
色
の
花
の
中
で
眠
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
意
識
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
楝
の
紫
の
花
は
仏
教
に
お
け
る
瑞
兆
で
あ
る
「
紫
雲
」
に

見
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
稲
田
利
徳
氏

は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

楝
は
樗
と
も
書
き
、
俗
に
栴
檀
と
称
す
る
落
葉
高
木
で
、
五
〜
六
月

頃
に
淡
紫
色
の
花
を
開
く
。
和
歌
の
世
界
で
は
「
万
葉
集
」
に
、
山

上
憶
良
の
著
名
な
歌
「
妹
が
見
し
楝
の
花
は
散
り
ぬ
べ
し
」（
巻
五
・

七
九
八
）
ほ
か
二
首
に
取
材
さ
れ
て
い
る
が
、
八
代
集
で
は
「
新
古
今

集
」
の
、

あ
ふ
ち
さ
く
そ
と
も
の
こ
か
げ
露
お
ち
て
五
月
雨
は
る
る
風
わ
た

る
な
り 

（
夏
・
忠
良
・
二
三
四
）

五
月
ば
か
り
に
雲
林
院
の
菩
提
講
に
ま
う
で
て
よ
み
侍
り
け
る
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む
ら
さ
き
の
雲
の
林
を
み
わ
た
せ
ば
の
り
に
あ
ふ
ち
の
花
さ
き
に

け
り 

（
釈
教
・
肥
後
・
一
九
二
九
）

の
二
首
だ
け
で
、
あ
ま
り
取
材
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
二
首
で
も
、
と

も
に
五
月
と
い
う
月
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
後
者
は
楝
の
淡
紫

色
の
花
を
、
阿
弥
陀
来
迎
の
時
の
紫
雲
と
絡
ま
せ
て
い
る
の
な
ど
は
、

留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。（

10
）

稲
田
氏
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
歌
か
ら
、
楝
の
花
が
阿
弥
陀
来
迎
の
際

の
紫
雲
に
譬
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
一
九
二
九
番
歌
は
、
釈

教
部
の
歌
で
あ
る
。「
紫
の
雲
」
は
聖
衆
来
迎
の
際
の
瑞
兆
で
あ
り
、楝
（
お

ふ
ち
）
と
仏
法
に
「
あ
ふ
」
と
の
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。
咲
い
た
薄
紫
色
の

花
々
が
、
あ
た
か
も
聖
衆
来
迎
の
紫
雲
の
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ 

る（
11
）。
楝
の
花
は
紫
雲
に
見
立
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
先
行
研
究
で
は
、
五
月
五
日
の
楝
の
木
に
は
、
紫
色
の
花
が
咲
い

て
い
た
こ
と
、
紫
の
花
は
聖
衆
来
迎
の
紫
雲
に
見
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
見
解
を
、
さ
ら
に
も
う
一
歩
進
め
て
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
時
、
兼
好
や
見
物
人
の
眼
前
に
は
、
紫
の
花
の
中
に
眠
る

法
師
が
い
た
の
だ
が
、
そ
の
様
子
は
あ
た
か
も
紫
の
雲
に
乗
っ
て
い
る
よ
う

に
見
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
師

は
、
紫
雲
に
乗
り
極
楽
往
生
を
遂
げ
る
聖
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
本
段
を
読
む
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
目
の
前
の
愚
か
な
る
法
師
は
、
見
え
方
だ
け
は
聖
な
る
存

在
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
兼
好
に
「
生

死
の
到
来
」
と
い
う
人
間
の
生
死
に
関
わ
る
問
題
を
持
ち
出
さ
せ
た
理
由
で

あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
聞
い
た
人
々
に
も
思
い
が
け
ず
納
得
さ
れ
る
由
縁
と

な
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

三
　
紫
雲
に
乗
る
聖
人

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、兼
好
や
見
物
人
た
ち
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
紫
雲
や
、

そ
れ
に
乗
る
存
在
に
つ
い
て
、
絵
画
資
料
な
ど
も
参
照
し
、
当
時
の
意
識
を

確
認
し
た
い
。

　

「
紫
雲
」
に
つ
い
て
は
、
諸
書
に
見
え
る
が
、
例
え
ば
『
平
家
物
語
』
灌

頂
巻
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

御
念
仏
の
声
や
う
や
う
よ
わ
ら
せ
ま
し
ま
し
け
れ
ば
、
西
に
紫
雲
た

な
び
き
、
異
香
室
に
み
ち
、
音
楽
そ
ら
に
き
こ
ゆ
。
か
ぎ
り
あ
る
御
事

な
れ
ば
、
建
久
二
年
き
さ
ら
ぎ
の
中
旬
に
、
一
期
遂
に
終
ら
せ
給
ひ
ぬ
。

建
礼
門
院
の
最
期
の
時
、
西
の
空
に
紫
雲
が
た
な
び
き
、
室
内
に
は
異
香
が
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満
ち
、
音
楽
が
聞
こ
え
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
女
院
が
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
紫
雲
」
に
つ
い
て
、
千
々
和
到
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ

れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
空
に
音
楽
が
聞
こ
え
、
往
生
人
の
い
る
室
内
に
は
異
香

が
満
ち
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
、
紫
雲
が
立
ち
の
ぼ
り
、
西
へ
と

流
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
が
典
型
的
な
往
生
の
場
面
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

音
楽
と
室
内
の
香
気
と
が
阿
弥
陀
来
迎
＝
阿
弥
陀
仏
が
そ
こ
に
、
往
生

人
と
と
も
に
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
、
一
方
、
立
ち
の
ぼ
る

紫
雲
が
往
生
人
が
極
楽
に
む
か
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
群
衆
に
知
ら
せ
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。（

12
）

聖
衆
の
到
来
は
音
楽
・
香
気
に
よ
っ
て
表
さ
れ
、
臨
終
を
迎
え
た
人
物
の
往

生
を
紫
雲
が
表
現
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
紫
雲
に
乗
る
者
は
、
極
楽
往
生
を

遂
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
面
は
様
々
に
絵
画
化
も
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
法
然
上

人
絵
伝
』（
図
１
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
詞
書
が
あ
り
、
絵
画
化
さ
れ
る
。

　

仁
和
寺
に
す
み
け
る
尼
、
上
人
に
ま
い
り
て
申
や
う
、「
み
づ
か
ら

千
部
の
法
華
経
を
よ
む
べ
き
よ
し
宿
願
の
事
あ
り
て
、
七
百
部
は
す
で

に
よ
み
を
は
れ
り
。
し
か
る
に
と
し
す
で
に
た
け
侍
ぬ
。
の
こ
り
の
功

い
か
に
し
て
を
へ
侍
べ
し
と
も
お
ぼ
え
侍
ら
ず
」と
な
げ
き
申
け
れ
ば
、

「
と
し
よ
り
た
ま
へ
る
御
身
に
は
、
め
で
た
く
七
百
部
ま
で
は
よ
み
給

へ
る
も
の
か
な
。
の
こ
り
を
ば
一
向
念
仏
に
な
さ
れ
候
べ
し
」
と
て
、

念
仏
の
功
能
を
と
き
ゝ
か
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
其
の
ち
は
法
華
経
の
読
誦

を
と
ゞ
め
て
、
一
向
専
称
し
て
と
し
月
を
へ
て
、
す
で
に
往
生
を
と
げ

に
け
り
。
丹
後
国
志
楽
の
庄
に
弥
勒
寺
と
い
ふ
山
寺
の
一
和
尚
な
り
け

る
僧
の
、
む
か
し
は
天
台
山
の
学
徒
、
の
ち
に
は
遁
世
し
て
上
人
の
弟

子
と
な
り
て
、一
向
に
念
仏
し
て
五
条
の
坊
門
富
少
路
に
す
み
け
る
が
、

ひ
る
ね
し
た
る
夢
に
、
そ
ら
に
紫
雲
そ
び
け
り
。
な
か
に
一
人
の
尼
あ

り
。
ま
こ
と
に
心
よ
げ
に
う
ち
ゑ
み
て
、「
わ
れ
は
法
然
上
人
の
を
し

へ
に
よ
り
て
念
仏
し
て
、
只
今
す
で
に
極
楽
へ
往
生
し
候
ぬ
る
ぞ
。
こ

れ
は
仁
和
寺
に
候
つ
る
尼
な
り
」
と
申
と
み
て
夢
さ
め
ぬ
。
や
が
て
上

人
の
お
は
し
ま
し
け
る
九
条
な
る
所
へ
参
て
、「
妄
相
に
て
や
候
ら
ん
、

か
ゝ
る
ゆ
め
を
見
て
候
」と
申
け
れ
ば
、上
人
う
ち
案
じ
た
ま
ひ
て
、「
さ

る
人
あ
る
ら
む
」
と
て
、
や
が
て
仁
和
寺
へ
使
を
つ
か
は
さ
れ
ん
と
す

る
に
、
日
く
れ
に
け
れ
ば
、
次
の
あ
し
た
つ
か
は
さ
る
。「
便
宜
の
よ

し
に
て
、『
な
に
事
か
候
』
と
た
づ
ぬ
べ
し
」
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、

つ
か
ひ
か
の
と
こ
ろ
へ
む
か
ひ
て
た
づ
ね
申
に
、「
か
の
尼
公
は
昨
日

午
剋
に
、
は
や
往
生
し
候
ぬ
」
と
ぞ
答
申
け
る
。
あ
は
れ
に
た
う
と
き

事
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。（

13
）
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図
１　

紫
雲
に
乗
り
極
楽
往
生
を
遂
げ
る
尼

法
然
の
弟
子
と
な
っ
た
僧
の
夢
に
、
紫
雲
に
乗
っ
た
尼
が
現
れ
た
。
夢
を
見

た
同
時
刻
に
尼
は
臨
終
し
て
お
り
、極
楽
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

夢
の
中
で
の
尼
の
表
情
は
「
ま
こ
と
に
心
よ
げ
に
う
ち
ゑ
み
て
」
と
い
う
穏

や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
図
像
も
紫
雲
に
乗
っ
た
僧
形
の
尼
が
描
か
れ

て
い
る（

14
）。

　

兼
好
の
生
き
た
時
代
に
も
、
こ
の
よ
う
な
図
像
は
流
布
し
て
お
り
、
兼
好

や
見
物
人
も
、
同
様
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、『
徒
然
草
』
本
段
の
法
師
の
様
子
は
、
こ
の
よ
う
な
図

像
を
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
眼
前
の
法
師
は
見

物
の
た
め
に
木
に
登
っ
た
愚
か
な
存
在
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア

ル
な
イ
メ
ー
ジ
は
、僧
形
の
人
物
が
紫
色
の
花
の
中
に
心
安
く
眠
っ
て
お
り
、

あ
た
か
も
紫
雲
に
乗
っ
て
極
楽
往
生
を
遂
げ
る
聖
人
の
よ
う
に
も
映
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
法
師
は
木
の
上
で
極
楽
往
生
を
遂
げ
て
い
る
よ
う
に
見
立
て
ら

れ
る
わ
け
だ
が
、
樹
上
の
聖
人
の
往
生
と
い
う
こ
と
で
は
、
次
の
よ
う
な
逸

話
も
あ
る
。

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
二
三

　

摂
津
国
豊
島
の
箕
面
の
滝
の
下
に
、
大
き
な
る
松
の
樹
あ
り
。
修
行

の
僧
あ
り
、
こ
の
樹
の
下
に
寄
居
せ
り
。
八
月
十
五
日
、
夜
閑
に
し
て

月
明
か
な
り
。
天
上
に
忽
ち
に
音
楽
お
よ
び
櫓
の
声
あ
り
。
樹
の
上
に

人
あ
り
て
曰
く
、
我
を
迎
へ
む
と
欲
す
る
か
と
い
ふ
。
空
中
よ
り
答
へ

て
曰
く
、
今
夜
は
他
人
の
た
め
に
他
所
に
向
ふ
な
り
。
汝
を
迎
ふ
べ
き

と
き
は
明
年
の
今
夜
な
り
と
い
ふ
。
ま
た
他
の
語
な
し
。
音
楽
漸
く
に

遠
ざ
か
り
ぬ
。
樹
の
下
の
僧
、
初
め
て
樹
の
上
に
人
あ
る
を
知
れ
り
。



四
六

便
ち
樹
の
上
の
人
に
問
ひ
て
言
は
く
、
こ
れ
何
ぞ
の
声
か
と
い
ふ
。
樹

の
上
の
人
答
へ
て
曰
く
、こ
れ
四
十
八
大
願
の
筏
の
声
な
り
と
い
へ
り
。

樹
下
の
僧
、
竊
に
明
年
の
八
月
十
五
日
の
夜
を
相
待
て
り
。
期
日
に
至

り
て
、
果
し
て
そ
の
語
の
ご
と
し
。
微
細
の
音
楽
、
相
迎
へ
て
去
り
ぬ
。

樹
上
に
い
た
聖
な
る
存
在
は
八
月
十
五
日
夜
、
妙
音
の
響
く
中
、
極
楽
へ
迎

え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
紫
雲
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
雲
中
よ
り
音
楽

が
響
き
わ
た
っ
て
お
り
、聖
衆
が
来
迎
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、

往
生
の
際
に
は
空
に
紫
雲
が
た
な
び
い
て
い
た
も
の
と
考
え
て
不
都
合
は
な

い
。
あ
る
い
は
、
兼
好
は
鳥
窠
禅
師
の
逸
話
だ
け
で
な
く
、
こ
の
話
も
想
起

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い（

15
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
樹
上
の
法
師
と
い
う

の
は
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
花
の
中
に
心
穏
や
か
に
眠
る
様
相
に
は
、
あ
る

種
の
聖
性
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
楝
の
紫
色
の
花
の
中
に
眠
る
法
師
は
、
極
楽
往
生
を
遂
げ
て
い
る

聖
人
の
よ
う
に
も
理
解
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
紫
雲
に
乗
り
、
往
生

を
遂
げ
る
様
子
は
、
当
時
の
人
々
に
共
有
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
心
安

く
眠
る
姿
は
、
穏
や
か
に
臨
終
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に
見
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
見
立
て
こ
そ
が
、
兼
好
の
「
生
死
の
到
来
」
と
い
う
発
言

を
引
き
出
し
た
原
因
だ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
法
師
は
臨
終
を
迎
え
往

生
す
る
か
の
う
よ
う
に
映
っ
て
い
た
故
に
、
生
死
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

少
な
く
と
も
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
兼
好
の
発
言
は
突
飛
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
見
物
人
た
ち
に
も
、
と
っ
さ
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
兼
好
の
発
言
の
理
由

　

最
後
に
、
兼
好
の
発
言
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
兼
好
が
な
ぜ

「
生
死
の
到
来
」
と
い
う
、
生
死
の
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
楝
の
薄
紫
色
の
花
の
中
に
眠
る
様
子
が
、
紫
雲
に
乗
り
往
生
を
遂
げ

る
聖
人
の
よ
う
に
見
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
発
言

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
引
き
出
さ
れ
る
視
覚
的
な
要
因
が
あ
り
、
全

く
唐
突
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
兼
好
の
発
言
が
、
そ
の
場
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
と
言

う
と
、
や
は
り
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
自
身
も
含
め
て
、
そ
の
場
に
集
ま
っ

た
者
た
ち
は
、競
馬
を
見
物
し
に
来
て
い
た
の
で
あ
り
、兼
好
の
発
言
は
人
々

の
興
奮
を
削
ぐ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
場
違
い
の
発
言
だ
っ
た

と
も
言
え
る
。
な
ぜ
兼
好
は
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
発
言
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
兼
好
の
発
言
の
真
意
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

兼
好
が
見
物
人
た
ち
に
言
っ
た
「
生
死
の
到
来
」
の
発
言
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
そ
の
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
兼
好
自
身
も
競
馬
を
見
物
に
来
て
い
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た
の
に
、
そ
の
よ
う
に
見
物
し
て
日
を
暮
ら
す
の
は
愚
か
な
こ
と
だ
と
、
自

分
の
こ
と
は
棚
上
げ
し
た
よ
う
な
口
吻
で
説
教
を
垂
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

発
言
に
感
じ
た
前
方
の
観
客
か
ら
席
を
譲
ら
れ
る
と
、
何
の
わ
だ
か
ま
り
も

な
く
、
そ
の
場
へ
入
っ
て
見
物
し
た
。
こ
の
よ
う
な
言
行
の
不
一
致
が
本
段

の
奇
妙
な
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た（

16
）。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
野
貴
文
氏
は
、
木
の
上
の
法
師
を
嘲
っ
た
「
こ
れ

を
見
る
人
」
と
は
見
物
人
で
は
な
く
、
兼
好
と
牛
車
に
同
乗
し
て
い
た
人
た

ち
だ
と
さ
れ
、
見
物
を
し
て
い
た
「
前
な
る
人
ど
も
」
と
は
別
人
だ
と
捉
え

ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
彼
は
、
群
集
に
向
か
っ
て
声
高
に
叫
ぶ
の
で
は
な
く
、
ひ
と

り
ま
る
で
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
葉
を
発
し
、
そ
の
言
葉
が
群
集
に
届
く

こ
と
を
さ
ほ
ど
期
待
せ
ず
に
静
観
す
る
構
え
を
示
し
て
い
た
。
同
行
者

の
存
在
は
僅
か
に
示
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
否
、
僅
か
に
で
は
あ
っ

て
も
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
の
集
団
か
ら
自
分
だ
け
隔
絶

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
自
分

と
そ
れ
以
外
の
者
た
ち
と
の
感
覚
の
相
違
に
敏
感
で
、
し
た
が
っ
て
彼

ら
と
安
易
に
交
じ
ろ
う
と
せ
ず
、
対
話
に
も
積
極
的
で
な
い
。（

17
）

兼
好
の
発
言
は
声
高
に
主
張
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
聞
か
れ
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
つ
も
り
で
つ
ぶ
や
い
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
。

　

「
こ
れ
を
見
る
人
」
と
「
前
な
る
人
ど
も
」
が
別
人
で
あ
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、「
こ
れ
を
見
る
人
」
が
法
師
を
嘲
っ
た
発
言
と
、「
前
な
る
人
ど

も
」
の
「
ま
こ
と
に
さ
に
こ
そ
候
ひ
け
れ
」
と
い
う
発
言
は
対
応
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
兼
好
を
招
き
入
れ
る
と
い
う
一
連
の
行
動
へ
と
結
実
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
や
は
り
「
こ
れ
を
見
る
人
」
と
「
前
な
る
人
ど

も
」
は
同
一
人
物
（
集
団
）
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
兼

好
の
発
言
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
首
肯
さ
れ
る
。
兼
好
は
強
固
に
自

身
の
発
言
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
述
べ
た
の
で
は
な
く
、
聞
こ
え
な
く
て
も

よ
い
と
い
う
様
子
で
、
つ
ぶ
や
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
偶
然
、
前
方
の
見

物
人
た
ち
に
も
納
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

す
る
と
残
る
問
題
は
、
な
ぜ
兼
好
は
、
場
違
い
の
つ
ぶ
や
き
を
し
て
し 

ま
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
兼
好
自
身
も
含
め
て
、
そ
の
場
に
集

ま
っ
た
人
た
ち
は
競
馬
を
見
物
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
見
物
で
日

を
暮
ら
す
の
は
愚
か
で
あ
る
、
な
ど
と
言
う
の
は
、
相
当
に
空
気
の
読
め
な

い
発
言
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
た
と
え
大
声
で
主
張
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
と
し
て
も
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
少
し
視
点
を
変
え
て
、
こ
の
時
の
樹
上
の
法
師
の
見
物
態
度
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
法
師
は
、
他
の
見
物
人
を
差
し
置
き
、
自
分
だ
け

高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
物
を
し
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。
法
師
で
あ
り
な
が

ら
、
世
俗
の
イ
ベ
ン
ト
に
現
を
抜
か
し
、
あ
ま
つ
さ
え
自
身
だ
け
よ
い
思
い

を
し
よ
う
と
い
う
利
己
心
か
ら
木
に
登
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に



四
八

座
り
見
物
す
る
も
、
居
眠
り
を
し
、
今
に
も
落
下
し
そ
う
な
時
に
目
を
覚
ま

し
、
ま
た
眠
る
と
い
う
滑
稽
な
有
様
で
あ
っ
た
。
見
物
人
た
ち
も
愚
か
者
だ

と
嘲
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
時
の
見
物
態
度
に
つ
い
て
は
、
見
よ
う

に
よ
っ
て
は
、
兼
好
の
庶
幾
し
た
態
度
と
通
う
面
が
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

法
師
の
様
子
は
見
物
人
か
ら
「
世
の
し
れ
も
の
か
な
。
か
く
危
き
枝
の
上

に
て
、
安
き
心
あ
り
て
睡
る
ら
ん
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
危
う
い
木
の
上

で
あ
る
が
、心
安
ら
か
に
眠
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、兼
好
は『
徒
然
草
』

第
一
三
七
段
で
、
祭
事
の
見
物
態
度
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

さ
や
う
の
人
の
祭
見
し
さ
ま
、
い
と
め
づ
ら
か
な
り
き
。「
見
事
い

と
遅
し
。
そ
の
ほ
ど
は
桟
敷
不
用
な
り
」
と
て
、
奥
な
る
屋
に
て
、
酒

飲
み
物
食
ひ
、
囲
碁
・
双
六
な
ど
遊
び
て
、
桟
敷
に
は
人
を
置
き
た
れ

ば
、「
渡
り
候
」
と
言
ふ
時
に
、
お
の
お
の
肝
つ
ぶ
る
る
や
う
に
争
ひ

走
り
上
り
て
、
落
ち
ぬ
べ
き
ま
で
簾
張
り
出
で
て
押
し
あ
ひ
つ
つ
、
一

事
も
見
洩
ら
さ
じ
と
ま
ぼ
り
て
、「
と
あ
り
、
か
か
り
」
と
物
ご
と
に

言
ひ
て
、渡
り
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、「
ま
た
渡
ら
ん
ま
で
」
と
言
ひ
て
下
り
ぬ
。

た
だ
物
を
の
み
見
ん
と
す
る
な
る
べ
し
。都
の
人
の
ゆ
ゆ
し
げ
な
る
は
、

睡
り
て
い
と
も
見
ず
。
若
く
末
々
な
る
は
宮
仕
へ
に
立
ち
ゐ
、
人
の
う

し
ろ
に
さ
ぶ
ら
ふ
は
さ
ま
あ
し
く
も
及
び
か
か
ら
ず
、
わ
り
な
く
見
ん

と
す
る
人
も
な
し
。

田
舎
者
は
僅
か
に
も
見
逃
す
ま
い
と
必
死
に
見
物
し
よ
う
と
す
る
が
、
都
の

上
品
な
人
は
、
眠
っ
て
い
る
よ
う
で
無
理
に
見
よ
う
と
は
し
な
い
。
兼
好
が

庶
幾
し
た
の
は
、
も
の
ご
と
に
執
着
し
な
い
、
余
裕
の
あ
る
態
度
で
あ
っ
た
。

す
る
と
、『
徒
然
草
』
第
四
一
段
の
法
師
の
様
子
は
、
も
ち
ろ
ん
自
分
だ
け

人
混
み
を
避
け
、
下
世
話
な
動
機
か
ら
木
に
登
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

見
物
の
際
に
は
、
居
眠
り
を
し
て
執
着
し
て
い
な
い
。
都
人
の
態
度
と
通
じ

る
面
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

す
る
と
、
兼
好
は
以
上
の
よ
う
な
見
物
態
度
も
あ
り
、
樹
上
の
法
師
を
少

し
擁
護
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
か
。
田
舎
人
の
見

物
態
度
よ
ろ
し
く
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
貪
欲
に
競
馬
を
見
よ
う
と
す
る
見
物

人
た
ち
が
、
執
着
し
な
い
態
度
と
も
言
え
る
法
師
を
罵
倒
し
て
い
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
兼
好
は
小
さ
な
反
発
心
を
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
多

少
皮
肉
を
込
め
て
発
言
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
（
も
ち
ろ
ん
自
嘲
も
込
め

て
）。
発
言
は
、
言
っ
て
み
る
と
場
違
い
の
も
の
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
自

身
も
含
め
て
楽
し
み
に
参
集
し
た
者
の
発
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
兼
好

が
こ
の
よ
う
な
空
気
の
読
め
な
い
発
言
を
し
た
の
は
、
自
身
の
庶
幾
す
る
見

物
態
度
と
も
通
う
法
師
を
擁
護
し
て
の
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
こ
と
を
大
声
で
主
張
し
た
り
、
見
物
人
た
ち
を
糾
弾
し
た
り
す

る
意
図
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
深
層
心
理
で
は
、
見
物

人
へ
の
軽
い
反
発
の
意
識
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。



『
徒
然
草
』
第
四
一
段
考 

―
楝
の
上
で
眠
る
法
師
―

四
九

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
徒
然
草
』
第
四
一
段
に
つ
い
て
、
楝
の
花
の
中
に
眠
る
法

師
が
、
紫
雲
に
乗
り
往
生
を
遂
げ
る
聖
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。
そ
れ
が
兼
好
に
「
生
死
の
到
来
」
と
い
う
問
題
を
つ
ぶ
や
か
せ

た
由
縁
で
あ
り
、
見
物
人
に
も
納
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
樹
上
の
法

師
の
見
物
態
度
は
、
居
眠
り
を
し
て
、
見
物
に
執
着
し
て
い
な
い
と
も
捉
え

ら
れ
、
兼
好
の
庶
幾
す
る
見
物
態
度
と
通
じ
る
面
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
法
師

を
非
難
し
た
見
物
人
た
ち
に
、
軽
い
反
発
心
を
抱
い
た
故
、
法
師
を
多
少
擁

護
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
つ
ぶ
や
か
れ
た
も
の
だ
と
考
え
た
。

　

本
段
は
兼
好
の
体
験
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
虚
構
で
は
な
い
か
と
も
さ

れ
て
き
た
章
段
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
同
様
の
経
験
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え

る
。樹
上
で
法
師
が
居
眠
り
を
す
る
と
い
う
状
況
が
特
異
な
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
故
に
展
開
し
た
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
の
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
な
け
れ
ば
、
正
し
く
読
解
で
き
な
い
章
段
だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
徒

然
草
』
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
そ
の
場
面
の
イ
メ
ー

ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、『
徒
然
草
』
の
他
の
章

段
に
つ
い
て
も
同
様
の
再
検
討
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

※
『
徒
然
草
』
本
文
は
小
川
剛
生
氏
校
注
、角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
『
徒
然
草
』

（K
A

D
O

K
A

W
A

・
二
〇
一
五
年
・
底
本 

烏
丸
本
）
に
よ
っ
た
。

※
引
用
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
も
の
に
よ
っ
た
。

　

『
徒
然
草
句
解
』
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
、『
景
徳
伝
灯
録
』
大
正
新

脩
大
蔵
経
・
第
五
一
巻
、『
沙
石
集
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
二
・

小
島
孝
之
氏
校
注
・
小
学
館
・
二
〇
〇
一
年
、『
枕
草
子
』
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
一
八
・
松
尾
聡
氏
、
永
井
和
子
氏
校
注
・
小
学
館
・

一
九
九
七
年
、『
平
家
物
語
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
六
・
市
古
貞

次
氏
校
注
・
小
学
館
・
一
九
九
四
年
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
日
本
思
想

大
系
七
『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』
井
上
光
貞
氏
、
大
曾
根
章
介
氏
校
注
・

岩
波
書
店
・
一
九
七
四
年

※
引
用
文
中
の
傍
線
は
稿
者
が
附
し
た
も
の
で
あ
り
、
適
宜
表
記
等
を
改
め

た
部
分
が
あ
る
。

注（
１
） 

例
え
ば
、
白
石
大
二
氏
『
評
釈
国
文
学
大
系
第
八 

徒
然
草
』（
河
出
書
房
・

一
九
五
五
年
）、
細
谷
直
樹
氏
「
兼
好
の
直
接
体
験
を
記
し
付
け
た
章
段
に

見
当
る
不
自
然
な
内
容
に
つ
い
て
」（『
方
丈
記
・
徒
然
草
論
』
笠
間
書
院
・

一
九
九
四
年
所
収
、
初
出
『
国
語
国
文
』
四
三
―
十
一
・
一
九
七
四
年
十
一

月
）
な
ど
。

（
２
） 

稲
田
利
徳
氏
「「
徒
然
草
」
の
草
木
を
め
ぐ
っ
て
（
下
）」（『
徒
然
草
論
』



五
〇

笠
間
書
院
・
二
〇
〇
八
年
所
収
、
初
出
『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』

四
七
・
一
九
七
七
年
七
月
）

（
３
） 
安
良
岡
康
作
氏
は『
徒
然
草
全
注
釈
』の
本
段
解
説
に
お
い
て
、『
実
躬
卿
記
』

を
参
照
す
る
と
、
当
時
、
競
馬
は
五
月
一
日
に
行
わ
れ
る
の
が
通
例
と
な
っ

て
お
り
、
本
段
で
兼
好
が
「
五
月
五
日
」
と
断
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
記
か
ら
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
に
は

例
外
的
に
五
月
五
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
の
出
来
事
だ
と
推
測
さ

れ
、
そ
う
す
る
と
兼
好
は
約
一
三
歳
の
若
年
で
あ
っ
た
と
考
証
さ
れ
た
。

 

　

こ
れ
に
対
し
、
齋
藤
彰
氏
は
、『
実
躬
卿
記
』
か
ら
賀
茂
競
馬
の
記
事
を

探
す
と
、
永
仁
三
年
以
外
に
も
五
月
五
日
に
行
わ
れ
て
い
た
例
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
、
永
仁
三
年
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
可
能
性
と
し
て
、
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
を
想
定
さ
れ
た
（「
徒

然
草
の
成
立
過
程
と
構
成
意
識 

―
諸
縁
放
下
と
才
芸
尊
重
―
」『
徒
然
草

の
研
究
』
風
間
書
房
・
一
九
九
八
年
所
収
、
初
出
「
徒
然
草
の
考
察 

―
諸

縁
放
下
と
才
芸
尊
重
―
」『
中
世
文
学
』
二
一
・
一
九
七
六
年
）。

（
４
） 

鳥
窠
禅
師
の
逸
話
は
、
他
に
『
樂
邦
文
類
』『
佛
祖
統
紀
』『
釋
氏
稽
古
略
』

『
宋
高
僧
傳
』
な
ど
に
見
え
る
。

（
５
） 

陸
晩
霞
氏「
樹
上
法
師
像
の
系
譜 

―
鳥
窠
禅
師
伝
か
ら『
徒
然
草
』へ
」（『
日

本
文
学
の
な
か
の
〈
中
国
〉』
勉
誠
出
版
・
二
〇
一
六
年
）

（
６
） 

中
野
貴
文
氏
「
つ
ぶ
や
く
兼
好 

―
世
継
と
の
交
錯
」（『
徒
然
草
の
誕
生
』

岩
波
書
店
・
二
〇
一
九
年
所
収
、初
出
「
つ
ぶ
や
く
兼
好 

―
第
四
一
段
小
考
」

『
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
』
一
一
二
・
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
７
） 

第
一
〇
段
で
は
、
小
坂
殿
の
棟
に
縄
が
張
ら
れ
て
い
た
の
を
見
て
、
西
行

と
徳
大
寺
実
定
の
逸
話
を
想
起
し
て
い
る
。
こ
の
逸
話
は
『
古
今
著
聞
集
』

第
一
五
宿
執
（
四
九
四
）
に
も
見
え
る
。
兼
好
が
『
古
今
著
聞
集
』
を
披

見
し
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
逸
話
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「『
徒
然
草
』
第
十
段
再
考
」（『
百
舌
鳥
国
文
』

二
五
・
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
８
） 

安
良
岡
康
作
氏
『
徒
然
草
全
注
釈 

上
』
角
川
書
店
・
一
九
六
七
年

（
９
） 

三
木
紀
人
氏
『
徒
然
草
全
訳
注
㈠
』
講
談
社
・
一
九
七
九
年

（
10
） 

稲
田
氏
前
掲
注
（
２
）
論
文
。

（
11
） 『
新
古
今
和
歌
集
』
一
九
二
九
番
歌
の
解
釈
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系

一
一
『
新
古
今
和
歌
集
』（
田
中
裕
氏
・
赤
瀬
信
吾
氏
校
注
・
岩
波
書
店
・

一
九
九
二
年
）
に
よ
る
。

（
12
） 

千
々
和
到
氏
「
仕
草
と
作
法 

―
死
と
往
生
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
の
社

会
史　

第
八
巻　

生
活
感
覚
と
社
会
』
岩
波
書
店
・
一
九
八
七
年
）

（
13
） 

小
松
茂
美
氏
編
集
、続
日
本
の
絵
巻
２
『
法
然
上
人
絵
伝
』
中
（
中
央
公
論 

社
・
一
九
九
〇
年
）。
図
１
も
同
書
に
よ
る
。

（
14
） 

僧
形
の
人
物
が
紫
雲
に
乗
る
図
像
は
他
に
も
見
ら
れ
、
東
京
国
立
博
物
館

蔵
「
法
然
上
人
伝
絵
巻
」
で
も
、
紫
雲
に
乗
っ
た
法
然
が
、
弟
子
の
夢
に

現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
来
迎
図
で
は
、
雲
に
乗
っ
て
降
臨
す
る
聖

衆
が
描
か
れ
る
。

（
15
） 『
徒
然
草
』
に
は
、
往
生
伝
は
『
往
生
拾
因
』
し
か
見
え
な
い
が
（
第
四
九

段
）、
兼
好
は
僧
侶
と
し
て
多
く
の
往
生
譚
に
目
を
通
し
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
稲
田
利
徳
氏
「
兼
好
と
往
生
譚
」（『
徒
然
草
論
』
笠
間
書 

院
・
二
〇
〇
八
年
所
収
、
初
出
『
国
文
学
攷
』
九
〇
・
一
九
八
一
年
）
参
照
。

（
16
） 

橘
純
一
氏『
正
註
つ
れ
づ
れ
草
通
釈
』上（
瑞
穂
書
院
・
一
九
三
八
年
）な
ど
。

（
17
） 

中
野
氏
前
掲
注
（
６
）
論
文
。

（
い
け
が
み　

や
す
ゆ
き
・
京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）


